




ａ Lesson for Social Studies toward Critical Understanding of the












































































































































































































































































































































































































































































































































































































口 ‾コ 中学校・高等学校共通の学習内容二 高等学 校における学習内容（中学校 ５時間・ 高等学 校７時間配当）
学習 内容 指 導者 の活動（○発問・●説明） 生徒 に苣 得させたい知識・予想さ れる活動 資料
樊
赤穂事 件の概要 ○『忠臣蔵』 について知 っているか。
○『忠 臣蔵』とはどんな話か。
●赤 穂事 件 の大 ま かな 流 れ の解説
（レジュメ・ビデ オ使用）
・聞い たことがあ る。　・聞いたこともない。
・「討 ち入り」「 仇討 ち」「 大石 内蔵助」など の断片的な知識。
・赤穂事件 の概要と，「討 ち入りの参加・不参 加」「旧赤穂 藩士 の
処分」












●討 ち入りに対 して，【日赤穂藩士 は
参加
・不参加に分かれた｡（ビデ オ使用）
・さ まざ まな事情や背景 から旧赤穂藩士が討 ち入り組・討 ち入り
不参加組 に分 かれたことを知 る。
①






・旧赤穂藩 の下級武士。 それほど重 く用いら れていなか った。
（大 高家 の当主 とし て家 の存続 の義務， 子 として の「 孝」 の意
識）
・年老い た母親に対して 親孝 行したい とい う気 持ちや，母 親を 残
して討 ち入り に参加 するこ とへの不安 とい ったよう な，「家」
意識。
・当 時の武士 は， 厂家」 という存在 は個人 の存在より ずっ と価 値
があり，現在で は考え られないほど家の存続を重視して いた。
②
「 役」 意識 ○大高源五 はなぜ討ち入り に加 わっ
たのか理由を考えてみよう。
＠「役」 意識についでの説明
・（封 建制度の学習 の際 に学 んだ）F‾御恩 と奉公」 の主従 関係や，
（江戸時 代の身分制度 の学習 の際に学ん だ）「武 士道」 の概念な
ど の既習 事項か ら，討 ち入りに参加 するのが武 士 として の義 務
であ る。





を果 たすことを， 家の主 として役
目を 果たすことより優先させ たの
か。
・ 大高源五に典型的 に見 られた「侍
として の『義 』」 という意 識が，




（旧赤穂藩士 として の義務 ・侍としての「義」）

















・当時 の人 々の公私観念であ る「公論尊重」 に基づいて行動 して
いない，





















○ 旧赤 穂藩士46 人 は賞賛され るべ
きか。
処刑されるべ きか。
・（「役」 の意識に基づいて､ ）赤穂藩士 として当 然の行動を とっ
た ので，当 時の武士 からは賞賛 された。
・将軍 の家来。江戸城で礼 儀作法を教えていた。
・将軍に逆らったも同然。 幕府の法律・秩序 を無視している行動。
・旧赤穂 藩士 の討 ち入り は武士 として の「役」 の意識 に基づ いた
行動であ ったが，将軍 の家来 である吉良義央 を集団で討 ちとっ
たとい う行動 は， 幕府にとっては大罪であ る。
･阻 肝 元石 ‾戸 石 下 ４- － う 薛 系 ぷ 百 石 ‾司
「侍 として の義を貫 いた」　　　　　　 「法律を破 った」










○『 徂徠擬 律書 』が重 視してい るの
は何か
Ｏ 「 法」 か ら見れ ば， 旧赤 穂 藩士
46 人 はどういう存在か。
Ｏ「義」 とは何か
○『 徂 徠擬律 書 』 は， 旧 赤穂 藩士
46人 をどう評価してい るか。
○ 『徂徠擬律 書』 は46 人を どう す
べきと結論づ けているか。
○なぜ『徂徠擬律書』 は「義」 より
「法」 を重 んじた のか。
○ 厂義」 と 厂法」 の違い は何か。
○『徂徠擬律書』か ら読 み取 れる，
江戸時代 の社会 とは， どのよ うな
構造を持 ってい る社会 か。
［補助発問］







● 匚公」 は「私」 より価値 が高いと
し た上で，よ り大 きな集団 の「正
しさ」を 匚公」 とし， より小 さな
集団の 厂正しさ」を「私」として，
価値判断 の優先 順位を決めている。
○ 『徂徠擬 律書』 が示 してい るよ







赤穂 藩±46 人 を， 武士 の頂点 に
立つ将軍が死罪 と決 めた。
○将 軍綱 吉 の決断 を旧赤 穂 藩±46
人 はど のよう に受 け入 れたか。
○な ぜ旧赤穂 藩±46 人 は， 将軍 の
命令を よろこんで受け入れたのか。












｢浅 野家家臣として のみ正 しい｣
匚『私 』の立場から正しい｣
・「法」 は幕府 の法で あるが，「義」 は浅 野家家臣 として のもの。
・適用さ れる範 囲（幕 府と藩）。
・ 『徂徠擬律 書』 は，旧赤 穂藩±46 人 の行動 は赤 穂藩士 レベル
として の「正しさ」 に基 づいて はい るか， 幕府 レベルの「正し
さ」 には基づいてい ない行動であ ることを指摘して いる。 こ の
よう に江戸 時代 の社会 には， 集団 の大 きさによって， いくっ も
の段 階の「正しさ」 があり，より小 さな集団 の 匚正 しさ」 は，
例え社 会通念上「正 しい」 ことであ って も，より大 きな集団 の
「正 しさ」 と齟齬があ った場合，「‾過 ち」 となる。 これは， より
大 きな集団 の正義 の方 が， より価値 が高いという公 私観念が作







流刑・牢 獄　　：生命 は助 ける
切 腹　　　　　：生 命 は奪うが武士 として処遇
打 ち首 獄門　　：幕府 の法を犯し た極悪人 としての扱い
・ 切腹
・武士 として当然 のことをしたが， 幕府 の法 には触れている。武
士 の頂 点に立つ征夷 大将軍の立場 に立 つか， 公儀 （徳川幕藩体
制） の頂点 に立つ 公方の立場 に立つか， という葛藤。
（史料 より） 不足を言わず，よろ こんで受 け入れた
・主君 に の場合 は主 君の主君） の決定 はバ ‾公」 の決定であり，
受 け入 れるべきという意識を示してい る。【下 図提示 】
○切腹 という決定 に無条件で従 った
旧赤 穂 藩士46 人 の行動 をど う思
うか。
・現代的視点からの是非はともかく， 自らが武 士としてF ‾正 しい」
と考え る行動 をとった にもかかわらず，将軍 の決定に無条件 で
従った のは，「 おか み」（より 大きな集団 の権威） の意思決定を
無 条件に重んじ るべきであ るとする近世 の人 々の公私観念を表
して いる。
まとめ ○江戸時代 にお けるF ‾公」 と「 私」
のあり方（公私観念） とはどのよ
うな ものか。
・「私」 より「公」 の方が尊重され る。
・より大 きな集団 の正義 の方が，より「公」であり，価値が高い。
・「 おか み」（ より 大きな集団 の権威） の意 思決定 は「公」 の決












方 （公私観念） はどうな ってい る
のか。




○芦川さ んのいう「 エゴイズム」 と
はど のようなものか。
○芦川 さん が，「 貴方 の地 域 にとっ
て は困 るか もしれないが， 公共 性
のた めにはが まん して ほしい」 と
いわれて「 エゴは悪 いので はない
か」 と感じ たのはな ぜか。江戸 時
代 の公 私観念を 振り返 り， 匚公」
と「‾私」という言葉を使 って説明
せよ。
○企業 や自治体の 匚公共性」 と芦川
さんが考え ている「公共性」 はど
ちらが優先 されるべ きな のか。




・大 きな集団 の利 益に反して， 個人 あるい は小 さな集団 の利益・
願いを主 張するこ と。
・「 貴方 の地域」 とは（日本全 体あるい は地方レ ベル， 都道府県
レベル， 市 町村 レベルから見 れば）小 さな地域で ある。 より大
きな地域が「公」 とすると「貴方 の地域」 の「私」 となる。 ゆ
え に日本全体 匚貴方 の地域」 の利害 が， より大 きな地域の利害
と衝突 する際 には，「 貴方 の地域」 の利 害は，「私」 の利 害とな
り，退 けられなければならない。
・各自 の考えを まとめたのち， 発表し， 話し合う。
⑧
ｅ この場合の企業や 自治体の「公共性」 は， 伝統的 な 厂公私の重層性」 に基づく「公権力 の公共性」
であ るのに対して，芦川 さんの「公共 性」 はョコ のつ ながりを重視し た「 市民の公共性」 であると
いえ る。今 日，「公権力 の公共性」 と「 市民 の公共 性」 は，一 種 の緊張 関係・拮抗 関係 にあ る。 私
たちはしば しば政治 的な課 題を 解決しようとす る住民運動 や住民投 票などをニュースなどで知ると，
伝統的 な公私観念を背景 に「公権力 の公共 性」が優先さ れるべ きと考え る。 しかしなが ら「公権力
の公共性」 と「市民 の公共 性」 のど ちらが優先さ れるべきかは， ケースバイケ ースで考え るべきで
ある。
【資料】
①ビデオ『歴史の選択　赤穂浪士～討ち入り組ＶＳ討ち入り不参加組』(NHK 総合「その時歴史が動いた」
2005.12.14放送）
②③「大高源五書状」　吉田豊・佐藤孔亮，2001『古文書で読み解く忠臣蔵』柏書房　所収
④「復讐論」　田原嗣郎, 1978『赤穂四十六士論』吉川弘文館　当該部分「現代語訳」所収
⑤「徂徠擬律書」　　田原嗣郎，同上書　所収
⑥当時の人々の声　田原嗣郎，同上書　所収
⑦「堀内伝右衛門覚書」　 吉田豊・佐藤孔亮，同上書　所収
⑧芦川照江「運動の中の･’私1’」　前出
Ｖ。まとめ
今後の課題として，以下の４点をあげたい。
（1）近世以前の公私観念理解を促す授業の設
計
例えばルイス＝フロイスは，『日本史』に於い
て，16 世紀の日本社会における女性の地位の高
さを縷々述べている。現代の子どもたちにこの史
料を使うことによって，日本社会における女性の
地位の低さは超時代的なもので はなく，近世・近
代に決定的になったことを学ばせることができる。
同じように，中世の自治都市や惣村の住民達のヨ
コのつながりを重視した公私観念（自治意識）や，
一揆衆の身分よりも実力がものを言う下剋上とい
う心性を注目させることによって，「公」「私」の
重層構造という伝統的な公私観念は， 何も超時代
的なものではなく，超克すべき意識であると相対
―  72
化できるであろう。
（2）諸外国の公私観念理解を促す授業の設計
例えば
，法制史研究者の水林彪は，ハーバマス
の議論から
，近代的国制におけるのぞましい公私
のおり方を
，国家・公権力から切れた社会的次元
で
，「‾私人」が広く連帯的に結合して「‾公共圈」
を作り出す社会的匚公共」に求めている。こういっ
た例を紹介することにより
，伝統的な公私観念に
変わる現代的な公私観念とはどのようなものかと
いう子どもたちの問いに対して
，一つの解答を与
えることができるであろう。
（3）近世における公私観念理解を促す教材のさ
らなる開発
本研究においては
，典型的事例として赤穂事件
をあげたが
，例えば暴政に反対して一揆を組織し
たリー ダーが，なぜ，厂義民」と呼ばれながら，
処刑されたのかといった事例を教材にすることに
よって
，赤穂事件にあらわれた公私の重層構造が
特別なものではないことが
，理解できるであろう。
（4）現代における伝統的な公私観念の影響の理
解を促す教材の開発
本研究に於いては
，伝統的な公私観念から派生
した滅私奉公の問題点に焦点を当てた教材を設計
したが
，匚ミーイズム」匚『私』の氾濫」などといっ
た伝統的な公私観念のもう
一つの負の側面である
公私混同に焦点を当てた教材も開発すべきであろ
つＯ
【註】
1）日本社会科教育学会2005年度全国研究大会テ
マー
は
，「21世紀市民社会と社会科教育」であり，全国
社会科教育学会2005年度全国研究大会テーマは，
「社会科の本質を問う」であったこと等。
2）斎藤（2000）
3）「市民的公共性」についての方向性として佐々木毅・
金泰昌編『公共哲学』シリ
ズー（東京大学出版会）
で公共哲学共同研究会が示す公共性に関する４つ
の留意点，すなわち，
ｉ．現代における公共性は，個を殺して公に仕え
る「滅私奉公」ではなく，個が私を活かして公
を開く「活私開公」の方向性を持つ。
ii.現代における公共性は，「公」と「私」という
-
二元論的ではなく，「公」と匚私」を媒介する論
理である。
ｍ．現代における公共性は，国家というより市民
や中間団体によって担われる。
飢現代における公共性には様々なレベル（グロー
バル・ローカル）かおる。
を参照して論考を進めた。
4）水林(2002, p.l)
5）水林(2002, p.13）
6）藤岡信勝編
，『近現代史の授業改革』シリーズ（明
治図書）に掲載されている諳実践など。
7）江口勇治によれば
，社会科における匚公共性」育
成を担う領域として「‾法教育
」があげられている。
江口に従えば
，乾則夫（2001）や乾正学(2006)
などの日本における伝統的な法意識に焦点を当て
た授業設計も,広い意味での伝統的な公私観念を扱っ
た先行研究であるといえるが
，本稿は社会通念・
社会意識としての公私観念を考察の対象としてい
る。
8）尾藤(1998)
9）田原は論文当該部分に於いて「公共性
」という言
葉を使っているが，筆者は厂公共性」とは共同体
に閉じられたものであったり
，厂首長性」に隠れて
しまうものではないと考える
。従って，田原論文
当該部分の厂公共性
」という言葉については，共
同体における「共同性」と言い換える。
10）笠谷(1997)
11）図中の匚Ｄ（天皇制国家）」を波線としたのは，天
皇
・朝廷が近世において政治的実権を持つことが
無かったからである
。　しかしながら幕末の「公武
合体
」運動に象徴されるように，江戸幕府も天皇
の前には厂私」の武家政権であり，あくまでも
「公」は天皇・朝廷という意識は
，通奏低音のよう
に近世の人々の意識の底にあった。
12）宮澤誠
一の『近代日本と「忠臣蔵」幻想」は，近
代日本における「‾国民
」アイデンティティ形成の
共同幻想として「忠臣蔵」がいかに利用されてき
たかについて詳しい。
13）『徂徠擬律書』の現代語訳。田原(1978)に依った。
14）芦川(2005, p.81)
15）朝日新聞2006年３月13日付朝刊
，岩国住民投票
に対する片山虎之助自民党参院幹事長のコメント
73－
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